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分子標的薬 02 対象：癌種指定なし 

【8002】（4週毎）ニボルマブ単剤療法 

 

【投与スケジュール】 1 コース＝28 日（4 週） 
 

 
 
 

【注射薬投与日のタイムテーブル】 

 

 

 
 

 

催吐性 最小度リスク 

組織傷害性 オプジーボ：不明（非炎症性薬剤に準ずる：メーカー回答） 

代表的副作用 

オプジーボ 

間質性肺炎、大腸炎・重度の下痢、免疫性血小板減少紫斑病、甲状腺機能障害、腎

障害、脳炎、静脈血栓塞栓症、重症筋無力症・心筋炎・筋炎・横紋筋融解症、１型糖

尿病、肝機能障害・肝炎・硬化症胆管炎、神経障害、副腎障害、重度の皮膚障害、

Infusion reaction 

 

【注意事項】 

（オプジーボ） 

 患者選択にあたっては初回投与前チェックリストで投与の可否を判断すること 

 調製後は速やかに投与を開始すること 

 シリコン製 CVポート使用不可 

  

一般名 商品名 略号 投与量 1W 2W 3W 4W 

ニボルマブ オプジーボ Nivo、OPD 480mg/body ↓Day1    

滴下順 薬品名 用量 投与時間 

Day1 

①  生理食塩液 50mL 1本 ルート確保用 

②  
オプジーボ点滴静注 480mg/body 

30分以上かけて 
生理食塩液 100mL 1 本 

③  生理食塩液 50ｍL 1本 ルートリンス 

＜オプジーボ＞ 

インラインフィルター（0.2又は 0.22 ミクロン）を使用すること 

シリコン製 CVポート使用不可（末梢投与推奨） 

1 コース 
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 単剤療法は全て同一投与法となる 

【適応を有する癌腫】 

○悪性黒色腫 

○切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌 

○根治切除不能又は転移性の腎細胞癌 

○再発又は難治性の古典的ホジキンリンパ腫 

○再発又は遠隔転移を有する頭頸部癌 

○がん化学療法後に増悪した治癒切除不能な進行・再発の胃癌 

○がん化学療法後に増悪した切除不能な進行・再発の悪性胸膜中皮腫 

○がん化学療法後に増悪した治癒切除不能な進行・再発の高頻度マイクロサテライト不安定性

（ＭＳＩ－Ｈｉｇｈ）を有する結腸・直腸癌 

○がん化学療法後に増悪した根治切除不能な進行・再発の食道癌 

 

 

参考資料 オプジーボ適正使用ガイド（2020年 12月発行） 


